
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 5回 理事会  

日 時 令和 2年 9月 11日  18:45～21:40 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、大石勝規 

(Web) 山下潤一郎、重松康志、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、 

飯野朋彦、田中拓郎、池田章子 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之  

事務局：坂井孝行 

その他：高木麻妃(糖尿病対策事業班班長) 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）オンライン研修会準備について 
  オンライン、サテライトについて、JPTA が自宅からの研修会参加にもポイントを認めるとの連絡あ

り。本会でも自宅でのオンライン研修について検討。自宅、サテライト同時に準備を進め、研修会に
よって選べる形を考える。まずポケットWi－Fiを8台準備、ツールとしてZOOMを使用し、YouTube
での配信、録画をする方向。コロナ対策チェック表の作成や急遽中止の可能性がある旨の広報、感染
判明の場合の連絡や当日検温の為の温度計、アルコールなどは全て実施。財務処理に関しては案とし
て作成した財務処理表を使用する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）長崎地区連絡網作成のための補正予算のお願いについて 
長崎地区の連絡網作成と周知のための書類を郵送のため、40,000円の追加予算と依頼文書への会長名
の記載について審議。長崎地区に関しては、広域の地区割りを参考に北部、中央部、南部の 3つのエ
リアに分けたデータを事務局で作成済み。そこに管理者も載っているので、情報の正誤を確認の上ツ
ールとして利用できる。データを地区部長と共有し、再検討する方向。審議の結果、地区に持ち帰っ
て再検討することとなった。 

３）ハラスメント研修会を地区と合同でサテライト会場にて行う件について 
   当初、保健福祉部で行う予定だったが、大石理事から地区と合同でサテライト会場を作っての開催と

いう提案あり、検討中。長崎地区はメイン会場として勤労福祉会館、県北、県央、島原でサテライト
会場を検討。自宅、職場からのリモート参加も加えて検討。また県士会の姿勢を見せる意味でもメイ
ン会場での集合研修も必要。審議の結果、提案通り可決された。 

 ４）健康増進部班長について 
健康増進班班長の樋口先生退職に伴い、班長を辞任することとなった。後任の候補 2 名、持永先
生と濱田先生を挙げる。その他推薦の有無も含め審議。持永先生を健康増進班班長として推薦す
る。審議の結果、提案通り可決された。 

 ５）高校サッカー選手権大会メディカルサポートの件について 
   標記についてサッカー協会から公文書が届いたが、コロナ禍でのサポートとなる。サポート自体濃厚

接触であり、施設長の許可も必要。サッカー協会の窓口が不明瞭なため、窓口を明確にしてから公募
を行い、結果を見て検討する。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）労働環境についてのアンケート調査の実施について 
   労働環境委員会より会員全員に対し、クエスタントでのアンケートの実施を検討。アンケートは実施

するとして、内容は今後検討。審議の結果、提案通り可決された。 
 ７）新入会承認について 
   入会 10名、休会 5名、退会 35名、復会 1名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）「糖尿病対策推進に関わるWEB情報交換会」（2020年 7月 30日）について 
  標記会議に参加した。他県では既に行政や他団体を巻き込んで活動している県もある。長崎として今

後どう活動するべきか検討。長崎県には日本糖尿病指導士の PT が 19 名、糖尿病療法士も PT・OT合
わせて 13 名いる。まずその方達とコンタクトをとること。県士会からも働きかけ、個人で活動してい
る PTや専門の医師との連携を図る方向。木村保健福祉部部長を交えて情報収集、状況の把握から動い
ていく。 

２）会議費の取り扱いについて 
  組織運営検討委員会からの報告として、コロナ禍で上半期事業が行えず、Web 会議の増加で交通費も

減少。公益事業費を考え、会議費 1,000円を上乗せできないか検討。医療政策課から今年度の決済は考
慮するというお墨付きを頂いているが、次年度に関しては不透明。下半期からの事業を頑張って行う
こと、Web 会議の環境整備に投資することで事業費に充てるなど検討。公認会計士や県の方々にも相
談、九州ブロック事務局長会議でも情報収集する。 



 ３）ぴーかんてらす 12号（特別版）見積もりについて 
本報告については資料に目を通す形となった。(資料参照) 

 ４）健康増進班 班長の辞任について 
本報告については資料に目を通す形となった。(資料参照) 

 ５）台風 9号・10号に伴うNPアラートへの返信状況報告について 
台風 9 号に関して、上五島、下五島、対馬へ NP アラートを発信。大きな被害報告なし。台風 10 号に
関しては長崎全域に対し、9月 7日の 9時に発信。各地区の責任者に一斉に発信したが、自宅待機や休
診など施設毎に状況が違ったため、地区毎に発信のタイミングに誤差が出た。県北は 9 日夕方の発信
となった。回答にはアラートの内容が難しく答え辛い、施設内の安否確認が最優先でアンケートに回
答する余裕がないという意見もあった。課題として、NP アラートの内容をマニュアル委員会などで検
討する。連絡網の整備、LINEの活用など含め今後の話し合いで詰めていく。会として会員の安否を確
認することは必要なので理解していただけるようにしたい。 

 ６）4団体災害担当者会議報告について 
   標記会議を 7 月 27 日に開催。効率上、今後 PT を核として 3 団体の会員の情報を収集することとなっ

た。これを 9 月の各団体理事会で承認し、協定を取るという流れであったが、理事会前に大型台風が
来たため、三役、各団体への確認なしにアラート発令となった。各団体に混乱を招いてしまい、申し
訳ない。今後話し合いで詰めていく。 

 ７）令和 2年度意向調査実施と結果報告について 
   本報告については資料に目を通す形となった。(資料参照) 
（３）その他報告事項 
 １）J-RATとの事業について 

J-RAT で公的なお金を使う事になり、長崎県理学療法士協会もコンソーシアムの一つとして事業申請
している。事業金額は 1千万円。使い道は今後協議。 

 


